
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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今月の若人

池田　佳優さん（28歳）
田平町

いけだ　　　 よしまさ

　　

田
平
町
の
福
崎
免
に
作
業
場
を
構
え
る
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
」
の
代
表
、
池
田
佳
優
さ
ん
。
主
に
車
の

板
金
塗
装
や
修
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

池
田
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

野
球
を
し
て
お
り
、
高
校
は
野
球
の
名
門
、
波
佐
見

高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
佐
世
保
高
等

技
術
専
門
学
校
で
車
関
係
の
技
術
を
学
び
、
自
動
車

関
連
の
会
社
で
働
い
た
後
、
今
年
の
９
月
か
ら
独
立

し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
、
も
と
も
と
縛
ら
れ
る
の
が
嫌
い
で
、
高

校
の
こ
ろ
か
ら
自
分
で
独
立
し
て
仕
事
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
自

分
で
や
っ
た
分
だ
け
自
分
に
返
っ
て
く
る
の
で
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。
前
の
職
場
で
技
術
的
な
こ
と
を

親
切
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
す
ご
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。
経
理
は
妻
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。
今
月
に
は
新
し
い
作
業

場
が
で
き
る
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仕
事
以
外
に
も
趣
味
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
お
り
、
先
月
は
商
工
会
に
入
会
す
る
な
ど
、
仕

事
以
外
で
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

5
2016
5
201620

１２
No 133N 133

December

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
つ
な
が
る
友
情

平
戸
市
チ
ー
ム
の
最
高
齢
下
道
長
吉
さ
ん
（
85
歳
）
と
、
女
性
で

今
回
参
加
者
最
高
齢
の
東
京
チ
ー
ム
の
選
手
（
91
歳
）
と
の
試
合

終
了
後
の
心
温
ま
る
握
手
の
様
子
。

そ
れ
ぞ
れ
が
健
闘
を
誓
い
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
約
束
し
た
。

１０月１６日・１７日に、本市で開催された大会の

様子をお知らせします。

１０月１６日 １７日に 本市で開催された大会の

ねんりんピック長崎２０１６
ゲートボール交流大会
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ら
も
開
催
枠
と
し
て
、
市
内
の
選

抜
チ
ー
ム
「
ロ
マ
ン
平
戸
」
が
参
加

し
ま
し
た
。

　　
１
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、

予
定
さ
れ
て
い
た
開
始
式
で
の
イ

ベ
ン
ト
が
一
部
変
更
に
な
る
な
ど

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２

日
間
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
動

き
で
、
試
合
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
最
高
齢
は
、
男

性
が
宮
城
県
か
ら
参
加
の
95
歳
、

女
性
が
東
京
都
か
ら
参
加
の
91
歳

で
、
２
人
と
も
元
気
よ
く
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。

　　　　

10
月
16
日
・
17
日
、
市
総
合

運
動
公
園
ラ
イ
フ
カ
ン
ト
リ
ー
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全

国
各
地
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

１
５
７
チ
ー
ム
９
１
６
人
が
参
加
し
、

優
勝
を
目
指
し
た
熱
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
平
戸
市
か

火
花
散
ら
す
熱
戦



１_指示を出す司令塔の下道さん／２_ゴール

ポールに当て驚いた表情を見せる西さん／３_

試合を見つめる各県の選手たち／４_選手宣誓

をする下道さん（手前）と西さん（奥）／５_勝

利後、応援してくれた観客の皆さんと喜ぶ樫山

さん／６_東京チームとの試合終了後、健闘を

称えあう﨑本さん／７_試合状況を把握する選

手たち／８_試合開始のコールがかかり、臨戦

態勢の選手たち

れ
た
３
試
合
目
で
は
、
和
歌
山
県

の「
美
浜
煙
樹
」に
11
対
20
で
負
け

は
し
た
も
の
の
、
堂
々
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め
ま
し

た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
１
回
戦

で
は
、
岡
山
県
の「
備
前
久
々
井
」

と
対
戦
。
さ
す
が
に
予
選
を
突
破

し
た
チ
ー
ム
だ
け
あ
っ
て
、
一
人

一
人
の
技
術
が
高
く
、
戦
術
も
巧

み
で
、
８
対
16
で
惜
し
く
も
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
試

合
後
の
選
手
た
ち
の
表
情
は
す
ご

く
晴
れ
や
か
で
、
負
け
た
悔
し
さ

よ
り
、
や
り
と
げ
て
満
足
し
た
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
２
日
間「
ロ
マ
ン
平
戸
」の

選
手
た
ち
は
、
全
国
大
会
と
い
う

高
い
レ
ベ
ル
で
試
合
を
行
っ
た
こ

と
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ

を
改
め
て
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

今
回
の
大
会
を
通
し
て
の「
ロ
マ
ン

平
戸
」の
活
躍
が
、
市
内
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
に
勇
気
を
与
え
、

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て
い
け
ば
、

平
戸
市
全
体
の
健
康
寿
命
が
伸
び

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

開
催
枠
で
出
場
し
た
平
戸
選
抜

チ
ー
ム
の「
ロ
マ
ン
平
戸
」は
、
10

月
16
日
に
行
わ
れ
た
予
選
リ
ー
グ

の
１
試
合
目
で
、
広
島
市
の「
戸

山
ク
ラ
ブ
」と
対
戦
。
戦
前
の
予

想
を
覆
し
15
対
６
と
ダ
ブ
ル
ス
コ

ア
以
上
の
大
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。

５
人
そ
れ
ぞ
れ
が
チ
ー
ム
プ
レ
ー

に
徹
し
、
一
致
団
結
し
て
勝
利
を

呼
び
込
み
ま
し
た
。

　

試
合
前「
ロ
マ
ン
平
戸
」の
選
手

た
ち
は「
出
さ
せ
て
も
ら
う
だ
け

で
あ
り
が
た
い
、
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
チ
ー
ム
に
我
々
は
歯
が

立
ち
ま
せ
ん
よ
」と
語
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
勝
利
で
自
信
を
つ
け

た
の
か
、
続
く
試
合
で
も
東
京
都

の「
善
福
寺
ク
ラ
ブ
」に
17
対
６
と

２
戦
連
続
で
勝
利
。
翌
日
に
行
わ
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堂
々
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出　―

よ
も
や
の
快
進
撃

三位

（石川県）
七尾

参
加
者
か
ら
の
手
紙

入
賞
チ
ー
ム

「
ロ
マ
ン
平
戸
」対
戦
成
績

三位 準優勝 優勝

（山梨県）
大月クラブ

（熊本市）
ニュー熊本市

（山口県）
柳井般若姫 決勝トーナメント

予選リーグ

VS　備前久々井（岡山県）　   ８-16　負け

VS　戸山クラブ（広島市）　　15-6　  勝ち

VS　善福寺クラブ（東京都）　17-6　  勝ち

VS　美浜煙樹（和歌山県）　   11-20　負け

※２チームが２勝１敗で並びましたが、ポイント
　数により決勝トーナメント進出

６

８ ７

５

３

４ ２ １



チーム一丸となって、全国の強豪に挑み、決勝

トーナメント進出の快挙を成し遂げた「ロマン平

戸」。平戸各地から集結したメンバーは、固い絆

で結ばれ、それぞれが持ち味を発揮しました。

試合終了後、選手たちにインタビューしてきたの

で紹介します。

樫山　久子さん（76歳）
田平町

全国大会に出られて夢のよう

でした。皆さまに助けられな

がら、２日間楽しく過ごすこ

とができました。

西　三枝子さん（72歳）
紐差町

この大会に出られて夢のよう

でした。第１ゲートを通すよう

に一生懸命頑張りました。

皆さまに感謝しています。

井元　秀信さん（76歳）
田平町

平戸チームは最高のチーム

でした。皆さまのおかげでこ

こまで頑張れました。ありが

たく思っています。

﨑本　ヌイさん（76歳）
戸石川町

けがなく２日間が終われてよ

かったです。皆さまのおかげ

でこの大会に出場できました。

ありがとうございました。

下道　長吉さん（85歳）
戸石川町

ゲートボール歴40年ですが、

普段よりうまくできました。

地元で試合に出られて本当

に幸せでした。感謝します。

深浦美喜夫さん（76歳）
田平町

この大会に出られてうれしく

思います。今までで一番楽

しくできました。やりきってと

ても満足しています。

西　順市さん（72歳）
紐差町

本当に最高です。まさか全

国大会で２勝できるとは奇跡

のようです。２日間通して最

高の経験ができました。

Hirado City Public Relations,2016.127

　　
「
無
欲
の
勝
利
」こ
の
言
葉
が
こ
れ
ほ
ど

ピ
ッ
タ
リ
と
当
て
は
ま
る
チ
ー
ム
が
他
に
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

　　

開
催
枠
で
出
場
し
た
「
ロ
マ
ン
平
戸
」
は
、

試
合
を
楽
し
む
か
の
よ
う
に
ひ
た
す
ら
無
欲

で
相
手
に
挑
み
続
け
た
。

　　

ま
さ
か
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
。

「
奇
跡
が
起
き
た
」こ
の
言
葉
が
す
べ
て
を
物

語
っ
て
い
る
。
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大活躍 ―　「おもてなし」の心でお出迎え　―

吉冨　作雄　さん
鏡川町

私は、主に参加者へ弁当の受け渡しを行ないました。渡す直前まで

保冷車に入れておくなど、食中毒が起きないように注意しました。普

段はなかなか話すことがない遠方の人と会話できたのが良かったです

ね。あと、皆さん満足した表情でバスに乗って帰っていかれたので、

少しはいいおもてなしができたのかなと思っています。

赤坂げんき会　会長

「おもてなしの心で

　　　　　　　　　　　頑張りました」

会場管理ドリンク係得点掲示板係 得点掲示板係 弁当配布係

１_すり身揚げを振舞う平戸市地域

婦人団体連絡協議会のスタッフ／２

_得点板係の高校生／３_ちゃんこ鍋

の行列／４_ちゃんこ鍋を食べる参

加者／５_健康体操を踊る参加者／

６_観光ミニツアーを待つ参加者／

７_血圧を測る参加者／８_ごみの

仕分けをする高校生／９_潮香保育

園の相撲甚句

な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
交
通
整
理
係
や
弁

当
配
布
係
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

活
躍
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
健
康
教

室
と
し
て
、
保
健
師
に
よ
る「
健

康
体
操
」や「
血
圧
測
定
」が
行
わ

れ
、
休
憩
中
で
も
健
康
の
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
で
も
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
を
も
て
な
そ
う
と
、
観
光
ミ

ニ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
市

民
の
ウ
エ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
が
同
乗
し
、
大
型
バ
ス
５
台
で

市
内
各
地
を
巡
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
や
、
運
営
ス
タ
ッ
フ

の
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
に
よ
り
、

選
手
や
関
係
者
に
喜
ば
れ
る
素
晴

ら
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
お
も

て
な
し
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
平

戸
の
魅
力
が
高
ま
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　

今
回
の「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長

崎
２
０
１
６
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流

大
会
」に
は
、
全
国
の
選
手
・
監

督
・
関
係
者
を
も
て
な
そ
う
と
、

多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
３
つ
の
高
校
か
ら
は
、

あ
わ
せ
て
１
０
９
人
の
生
徒
が
、

得
点
掲
示
板
係
・
選
手
集
合
所

係
な
ど
の
競
技
補
助
員
や
、
ド
リ

ン
ク
コ
ー
ナ
ー
・
会
場
美
化
係
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、

自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
し
、
親
切
に

選
手
の
皆
さ
ん
に
対
応
す
る
な
ど
、

選
手
か
ら
も「
高
校
生
の
生
徒
さ

ん
が
と
て
も
親
切
で
、
気
持
ち
よ

く
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
」と
声
が

聞
こ
え
て
く
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

ま
た
、
無
料
で
配
布
さ
れ
た
、

平
戸
ち
ゃ
ん
こ
部
屋
の「
あ
ご
だ

し
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」や
、
平
戸
市
地

域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る「
す
り
身
揚
げ
」の
振
る

舞
い
は
、
長
蛇
の
列
に
な
り
、
順

番
待
ち
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
と
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塚本　一基さん
大久保町

夏に雨が降らなかったため、職員が交代しながら40日間連続で散水

して芝のコンディションを整えました。また、この施設を利用する競技

団体に、夏以降使用制限を頼んだところ、快く協力してくれたおかげ

で、試合当日はベストコンディションになりました。当日、選手から

「芝が素晴らしい」と言ってもらって、今までの苦労も吹き飛びました。

（公財）平戸市振興公社
　　　　　 ライフカントリー施設長
　

「皆さんのおかげで

　　最高の会場づくりができました」

近藤　みく　さん
　　　　　２年

選手の皆さんがコートに入ったら、笑顔で接し、

自分からあいさつをすることを心がけました。

ゲートボールは思った以上に頭を使う競技な

のでびっくりしました。いろんな人と交流した

いので、今後、平戸でこのようなイベントが

あれば、また積極的に手伝いたいですね。

猶興館高校

「笑顔で接する

　ことを心がけました」

小田　莉奈　さん
　　　　　２年

1日目は雨で寒かったので、常温で出すよう

に心がけました。また、来た人がすぐ飲める

ように常に準備していました。沖縄や東北の

人たちの方言が聞き取れないこともありました

が、いろんな地域の人たちとふれあえて、将

来に向けて貴重な経験ができました。

北松農業高校

「貴重な経験が

　　　　　　　　できました」

千北　譲廉　さん
　　　　　１年

想像していた以上にどんどん状況が展開して

いくので、常にプレーを見ながら間違えない

ように心がけました。ゲートボールは頭も体も

使う競技なので、平戸でも多くの高齢者に

やってほしいです。そして、元気なおじいちゃ

ん、おばあちゃんが増えるとうれしいですね。

平戸高校

「元気な高齢者が

　　　　　　増えてほしい」

心
か
ら
の
お
も
て
な
し

こんどうちぎた　　　　　　のりゆき おだ　　　　　　　　　りな

つかもと　　　　　　　　かずき
よしとみ　　　　　　　　さくお

１

３

４

９ ７

８ ６

５

２



◎収入の内訳グラフ
一般会計収入

一般会計支出

市町村合併後最大

自主財

源（
26.4％

）289億
1,172万円

収入合計

地方交付税
112億7,876万円 

（39.0％）

市税
27億3,663万円
（9.5％）

国庫支出金
32億3,338万円
（11.2％）

市債
33億870万円
（11.5%）

県支出金
25億1,723万円
（8.7%）

地方消費税交付金など
9億2,935万円（3.2%）

寄附金　
26億339万円
（9.0％）

使用料・手数料など
23億428万円
（7.9％）

存
財
源
（

73.6％）
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市では、毎年２回「市の財政状況」を公表しています。

今回は、平成27年度決算の概要と平成28年度上半期の執行状況

についてお知らせします。

　　　　　　　　　　　   ■お問い合わせ　企画財政課財政班　☎内線2344

   平成26年度と比較すると大型建

設事業に係る市債の発行額は減少し

たものの、昨年に引き続き「やらん

ば！平戸」応援寄附金の大幅な増加

などにより、総額で4億8,013万円、

率で1.7％の増加となりました。収

入のうち、市で調達できる「自主財

源」の割合は、前述した寄附金の伸

びなどにより6.0ポイント増加し

26.4％となりました。

市の自主財源は26.4％

決 算 報 告

　平成27年度の一般会計の決算額

は、収入が289億1,172万円、支出

が282億8,051万円となり、平成28

年度への繰越事業の財源を差し引い

た実質収支は、4億9,506万円の黒

字となりました。

4億9,506万円の黒字決算

85万7,375円を支出
※平成28年3月31日現在の人口で計算

　支出は、平成26年度と比較すると、消防庁舎整備

や消防防災無線デジタル化整備が終了したことなどに

より消防費が約16億円の減と大きく減少した一方で、

「やらんば！平戸」応援寄附金（ふるさと納税：約26億

円）の増加に伴う積立金や寄附に対する返礼品などの

増加により総務費が約15億円の増、将来の負担軽減

のための市債の繰上償還（利子軽減額2,226万円）によ

り公債費が約３億円の増など総額で282億8,051万円

となり、合併後最大の決算額となりました。

区　分 増減率金　額

■市税の内訳

市 民 税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

都市計画税

入 湯 税

△1.68

△0.4

4.08

△1.48

△6.4

10.61

△0.87

11億1,212万円

12億2,731万円

9,852万円

2億2,617万円

4,631万円

2,620万円

27億3,663万円

■目的税の使いみち

都市計画税

市債償還（都市計画関係） 4,631万円

4,631万円

決算額区　　　分

区　　　分 平成26年度平成27年度

8万2,231円

83万8,358円

27万4,302円
(92億  887万円)

86万4,605円
(290億2,651万円)

33,572人

合　　　計

入湯税

鉱泉源の保護管理施設整備

消 防 施 設 等 整 備

観 光 施 設 整 備

観 光 振 興

決算額区　　　分

合　　　計

782万円

292万円

192万円

1,354万円

2,620万円

■市民1人当たりの負担とサービスなど

◎決算の状況（一般会計）

収 入 総 額

支 出 総 額

差 引 額

翌年度に繰越すべき財源

実 質 収 支

区　分

284億3,159万円

281億4,534万円

2億8,625万円

1億7,146万円

1億1,479万円

平成27年度

289億1,172万円

282億8,051万円

6億3,121万円

1億3,615万円

4億9,506万円

平成26年度

4億8,013万円

1億3,517万円

3億4,496万円

△3,531万円

3億8,027万円

対前年度増減額

市民１人が負担したお金（市税）

市から受けた公共サービス（支出合計）

貯金現在高（基金）
（下段は決算額）

借金現在高（市債）
（下段は決算額）

人口（各年度3月31日現在）

8万2,966円

85万7,375円

33万7,478円
(111億3,172万円)

87万  710円
(287億2,039万円)

32,985人

合　 計

◎支出の目的別内訳グラフ

平⼾市の財政状況

平成27年度に支出した市民1人当たりの額

昨年度支出した額を、分野別に市民１人当たりの額で算出

してみました。

１万9,780円

その他

（対前年度1万3,353円の減）

議会運営、災害復旧など

２万3,772円

商工費

（対前年度8,608円の増）

商工、観光の振興など

３万1,495円

消防費

（対前年度４万6,118円の減）

消防、防災対策など

５万2,578円

土木費

（対前年度845円の減）

道路、住宅の整備など

９万1,542円

教育費

（対前年度2,922円の増）

学校や図書館、文化振興など

５万7,821円

農林水産業費

（対前年度1,122円の増）

農林水産業の振興など

11万8,741円

公債費

（対前年度１万658円の増）

借入金の返済

８万725円

衛生費

（対前年度6,087円の増）

ごみ・し尿処理や病気予防など

19万1,191円

総務費

（対前年度４万6,880円の増）

地域振興やふるさと納税の返礼品など

（対前年度3,056円の増）

18万9,730円

民生費

高齢者や児童の福祉など

総務費

63億642万円

（22.3%）

教育費

30億1,951万円

（10.7%）

民生費

62億5,826万円

（22.1%）

公債費

39億1,667万円

（13.9%）

衛生費

26億6,270万円

（9.4%）

土木費
17億3,427万円（6.1%）

商工費
7億8,412万円（2.8%）

農林水産業費

19億722万円（6.7%）

災害復旧費
4億993万円（1.4%）

その他
2億4,256万円（0.9%）

消防費
10億3,885万円（3.7%）

282億
8,051万円

支出合計
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平⼾市の財政状況
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〜まちをつくるプロジェクト〜
定住・移住の促進

住宅用太陽光発電システムの設置費用の助成を行い、再生

可能エネルギーの普及を図りました。

太陽光発電システム設置促進事業・・・415万円

休日の初期救急医療体制を整え、安心して生活できるまちづ

くりに努めました。

在宅当番医制整備事業・・・403万円

移住者や定住者の新規住宅取得などに対する補助を行いま

した。

移住定住環境整備事業・・・1,902万円

その他の主要な事業

〜しごとをのばすプロジェクト〜
産業の振興

新たな園芸品目の産地づくりに向けた事業に対する補助や、

繁殖雌牛や肥育素牛の導入など、もうかる農業に取り組む

農業者への支援を行いました。

平戸市もうかる農業実現支援事業・・・1,775万円

〜４つの基本⽬標以外の事業〜 〜ひとをそだてるプロジェクト〜
⼦育て⽀援

タブレットパソコンや電子黒板機能付プロジェクターなどを整

備し、教育環境の充実を図りました。

ICT教育推進整備事業・・・6,653万円

乳幼児福祉医療の対象年齢を拡大し、平成27年度から新た

に小・中学生を含めた子どもなどの医療費助成を行い、保

護者の経済的負担の軽減を図りました。

福祉医療給付事業・・・4,885万円

教育・保育施設における保育料を国の基準より平均25％引

き下げ、多子世帯の小３以下から数えて３子目以降無料とし、

保護者の経済的負担の軽減を図りました。

保育料の軽減・・・8,741万円

〜しごとをふやすプロジェクト〜
雇⽤の促進

SNSによる観光情報の拡散や、旅行会社との共同企画「平戸

で遊ぼう」など、応援隊による観光誘客の拡大を図りました。

平戸観光応援隊設置運営事業・・・650万円

平戸産品の認知度向上と販路・取引の拡大のため、首都圏

をはじめ関西圏、福岡都市圏において積極的なプロモーショ

ン活動を行いました。

平戸ブランド戦略的プロモーション事業・・・2,500万円

空き店舗を活用して出店する事業者へ補助を行い、商店街の

にぎわい創出を図りました。

空き店舗等活用促進事業・・・705万円

平戸北部地域において超高速ブロードバンドサービスの整備

を行いました。今後各地域において整備を進めていきます。

地域情報化基盤整備事業・・・1,550万円

創業セミナーや個別相談会の開催、設備投資などへの補助

を行い、意欲ある創業者を支援し、新たな産業の育成や雇

用の創出に努めました。

創業支援対策事業・・・1億1,319万円

※総事業費　2億8,906万円（平成25 ～ 28年度）

※総事業費　4億6,126万円（平成26 ～ 28年度）

壱部浦住宅建設事業・・・1億8,479万円

国の交付金を活用し、20％のプレミアムがついた「ひらどプレ

ミアム商品券」を発行し、市内の購買力向上を図りました。

地域購買力向上事業・・・9,154万円

姉妹都市オランダ王国ノールトワイケルハウト市と相互に高校

生の短期留学を行い、異文化体験を通じた青少年の交流を

行いました。

ノールトワイケルハウト市姉妹都市交流事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・341万円

旧壱部浦アパートの老朽に伴う建て替えを行ないました。

大島支所庁舎及び大島村離島開発総合センターの老朽に伴

い、支所機能（1階）と公民館機能（2階）を併せた複合施設

を整備しました。

ふるさと納税のPRや寄附者に対するお礼の特典の発送など

を行いました。また、平成27年度の寄附額は25億9,978万

円（全国7位）となりました。

ふるさと応援寄附金推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・8億　874万円

大島支所庁舎・大島村公民館整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・1億4,639万円



平⼾市の財政状況

380

370

380.6380.6

373.7373.7
364.5364.5

378.8378.8378.8378.8378.8378.8

361.6
373.7

358.2
364.5

378.8 378.8

360

350

H25H24H23H22H21 H27H26
0

390

366.9

広報ひらど 平成28年12月号  14Hirado City Public Relations,2016.1215

区　分 面積・金額

◎企業会計

◎財産の状況

土 地

建 物

有価証券

基 金

債 権

出 資 金

出 捐 金

982万5,068㎡

25万5,759㎡

1,355万円

118億1,399万円

4億　714万円

6,468万円

1億　  44万円

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

1億9,709万円

1億8,001万円

9億4,785万円

1億　160万円

5,940万円

1,314万円

10億4,369万円

9億1,007万円

24億8,565万円

2億5,862万円

2億　119万円

2,638万円

4億5,505万円

5,922万円

8億6,901万円

5,283万円

6,927万円

0円

◎市債の残高
　（市民1人当たり105万8,150円）

◎一時借入金の状況
　平成28年９月30日現在は、
　　　　　　ありませんでした。

一般会計

水道事業 

病院事業

交通船事業 

国民健康保険（直診勘定）

農業集落排水事業

電気事業

合　計 

区　分 残　高

272億6,170万円

56億9,912万円

13億8,018万円

3,103万円

1億1,637万円

8,252万円

2,210万円

345億9,302万円

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（度島直診勘定）

国民健康保険（大島直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険（保険事業勘定）

介護保険（サービス事業勘定）

農業集落排水事業

宅地開発事業

あづち大島いさりびの里事業

電気事業

駐車場事業

工業団地事業

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

24億9,320万円

2,794万円

4,464万円

1億1,759万円

17億4,135万円

1,396万円

503万円

8万円

500万円

434万円

202万円

2万円

◎一般会計（収入）

◎特別会計

◎一般会計（支出）

市 税

地 方 交 付 税

分担金・負担金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

寄 附 金

市 債

そ の 他

収 入 合 計

26億8,537万円

103億9,000万円

2億3,748万円

29億7,720万円

25億8,041万円

20億5,021万円

30億　790万円

41億　651万円

280億3,508万円

14億2,840万円

72億1,873万円

6,594万円

7億　916万円

1億6,446万円

3億8,348万円

0円

11億3,832万円

111億　849万円

65億4,022万円

69億1,607万円

30億3,305万円

21億6,967万円

18億9,996万円

19億7,744万円

31億5,097万円

23億4,770万円

280億3,508万円

11億3,112万円

25億9,840万円

11億9,047万円

4億2,904万円

3億1,794万円

6億9,949万円

15億9,078万円

9億2,998万円

88億8,722万円

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

支 出 合 計

59億　316万円

6,717万円

1億1,698万円

4億1,182万円

44億4,181万円

3,394万円

1,340万円

450万円

1,250万円

1,640万円

440万円

1億9,470万円

20億7,260万円

932万円

1,923万円

1億1,623万円

17億6,107万円

1,195万円

82万円

372万円

4万円

705万円

216万円

0円

区　分区　分

ー
平
成
平
成
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年
度
上
半
期（
４
月
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月
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収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

年
度
上
半
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４
月
〜
９
月
）の
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

ー
平
成
28
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

（
平
（
平
成
28
年
９
年
９
月
30
日
現
在
）

日
現
在
）

（
平
成
28
年
９
月
30
日
現
在
）

財政
指標

執行
状況

市債残高（全会計）

すべてにおいて判断基準内の財政状況

市債残高は5億3千万円の減少

■市債残高の推移のグラフ

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

健全化判断比率

一般会計などの赤字から財政運営の深刻度を見る指標

すべての会計の赤字から財政運営の深刻度を見る指標

借金の返済額の大きさから資金繰りの危険度を見る指標

市が抱える負債の残高から将来の財政への圧迫度を見る指標

平成
26年度

説　　　明

－

－

7.5％

－

－

－

8.5%

7.0%

平成
27年度

国の基 準

早期健全化基準
（イエローカード）

12.88%

17.88%

25.0%

350.0%

財政再生基準
（レッドカード）

20.00%

30.00%

35.0%

国の基 準

※比率が生じない場合は「－」と表示しています。

資金不足比率
公営企業の資金不足割合から
経営状況の深刻度を見る指標 － －

平成
27年度

説　　　明
平成
26年度

20.00%

※いずれの会計も資金不足が生じていないため「－」と表示しています。

対象会計
経営健全化基準（イエローカード）

水道事業・病院事業・
交通船事業ほか

健全化判断比率と

資金不足比率

特別
会計

企業
会計

※特別会計とは･･･

　国民健康保険は国民健康保険税
で、介護保険は介護保険料でといっ

たように、特定の収入で特定の支出

を賄う仕事をまとめた会計です。

※企業会計とは…

　民間企業と同じようにその仕事
自体に収益があり、その収益で支

出を賄う仕事をまとめた会計です。

交
通
船
事
業

病
院
事
業

収　入

支　出

収　入

支　出

10億5,217万円

9億4,480万円

4億5,509万円

7億4,893万円

収　入

支　出

収　入

支　出

2億　233万円

1億9,627万円

0円

2,603万円

収益的

収支

資本的

収支

収益的

収支

資本的

収支

収　入

支　出

収　入

支　出

24億3,000万円

23億　　9万円

1億8,751万円

2億5,260万円

水
道
事
業

収益的

収支

資本的

収支

国民健康保険

（事業勘定）

国民健康保険

（度島直診勘定）

国民健康保険

（大島直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険

（保険事業勘定）

介護保険

（サービス事業勘定）

農業集落排水事業

宅地開発事業

あづち大島
いさりびの里事業

電気事業

駐車場事業

工業団地事業

給与管理

59億9,944万円

6,151万円

1億1,166万円

4億　922万円

41億6,212万円

3,203万円

1,163万円

789万円

1,176万円

2,006万円

447万円

2,839万円

32億　405万円

59億9,606万円

6,151万円

1億1,166万円

4億　780万円

41億　422万円

3,203万円

1,163万円

789万円

1,176万円

2,006万円

442万円

2,839万円

32億　405万円

支　出収　入区　分

　　市の借入金である市債の残高は、

昨年度大型事業の実施により、一

旦増加に転じたものの、近年の継

続した繰上償還の実施に伴い、再

び減少に転じました。

　　今後も、計画的な繰上償還の実

施によりさらなる財政の健全化に努

め、将来の公債費負担の軽減を図

ります。

　　平成19年に制定された「地方公共団体の財政の

健全化に関する法律（財政健全化法）」により、毎年度、健全化判断比率な

どを算定し、議会に報告するとともに市民の皆さんに公表しています。平成

27年度決算に基づく比率（指標）は、前年度と同様にいずれも国の基準（イ

エローカードとされる早期健全化基準）を下回り、財政状況は、おおむね健

全であるといえます。各指標の改善は、平成19年度から実施している借入

金（市債）の繰上償還によるところが大きく影響しており、今後も行財政改革

の取り組みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。
※平成28年9月30日現在人口32,692人で計算

（年度）

（単位：億円）

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出

※収益的収支・・・経営活動によって発生するすべての収入と支出

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出

※収益的収支・・・経営活動によって発生するすべての収入と支出
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平⼾市の財政状況

番外編

―

﹁﹁
普普
通通通通通
交交
付付
税税
﹂
にに
つつ
いい
てて 

―

Ｔ　　

お
い
、
そ
が
ん
落
ち
込
ん
で
ど
う
し

た
と
か
っ
て
。
さ
っ
き
シ
ュ
ー
ト
外
し
た
っ
て

気
に
す
る
な
よ
。

Ｒ　　
い
や
違
う
ん
で
す
よ
、
先
輩
！
私
の

相
談
聞
い
て
く
れ
ま
す
か
。

Ｔ　　

お
い
お
い
ど
う
し
た
と
や
、
恋
の
相

　　今日は職員の職場対抗のサッカー大会が開催されています。

試合はハーフタイム中です。何やら新人の「リョウマ君（Ｒ）」と先輩の「タクヤ

君（Ｔ）」がベンチで話し込んでいます。

　　会話の内容は「ひらどの交付税」の話のようです。日ごろ、なかなか聞き慣

れない「普通交付税」について先輩職員が教えています。少し耳を傾けてみ

ましょう。

の
税
収
格
差
を
調
整
す
る
よ
う
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
と
よ
。

　　
こ
の
交
付
税
は
国
が
徴
収
し
た
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
の
一
部
と
地
方

法
人
税
の
全
額
で
賄
わ
れ
て
い
て
、
一
定

の
基
準
で
国
か
ら
市
町
村
へ
交
付
し
て
も

ら
い
よ
る
と
よ
。

Ｔ　　

な
る
ほ
ど
、
東
京
で
も
、
北
海
道
で

も
、
平
戸
で
も
全
国
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

談
か
。
恋
の
相
談
な
ら
お
れ
よ
り
他
の
人

が
よ
か
っ
ち
ゃ
な
い
。

Ｒ　

・
・
・
い
や
い
や
。

Ｔ　　
で
、
ど
ん
な
相
談
や
。

Ｒ　　

今
、
自
分
は
市
税
の
担
当
を
し
よ
る

と
で
す
け
ど
、
今
月
号
の
広
報
を
見
た
ら

平
成
28
年
度
か
ら
普
通
交
付
税
が
減
っ
て

い
く
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
と
で
す
よ
。

　　

市
税
を
担
当
し
よ
る
私
と
し
て
は
、
気

に
な
っ
て
気
に
な
っ
て
。
先
ほ
ど
の
シ
ュ
ー

ト
も
そ
れ
で
外
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

平
成
33
年
に
は
８
億
５
千
万
円
も
少
な
く

な
る
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
こ
れ

か
ら
の
平
戸
市
の
収
入
は
大
丈
夫
な
ん
で

す
か
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
後
半
が
ん
ば
れ
ま

せ
ん
よ
。

Ｔ　　

普
通
交
付
税
の
こ
と
ね
。

Ｒ　　

だ
い
た
い
何
で
す
か
普
通
交
付
税
っ
て
、

市
税
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
国
か
ら
く

る
お
金
の
こ
と
で
す
か
。

Ｔ　　

そ
う
そ
う
、
普
通
交
付
税
は
全
国
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
町
村
間

や
り
方
や
事
業
を
見
直
し
た
り
し
て
頑

張
っ
て
い
か
ん
ば
た
い
ね
。

Ｒ　　

わ
か
り
ま
し
た
。
よ
し
、
後
半
も
頑

張
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。
絶

対
１
点
決
め
て
き
ま
す
。

　　Ｒ　　

そ
れ
と
、
今
年
で
合
併
か
ら
11
年
目

に
入
り
ま
す
け
ど
、
こ
れ
か
ら
先
は
ず
っ

と
減
っ
て
い
く
と
で
す
か
。

Ｔ　　

ず
っ
と
は
減
っ
て
行
か
ん
と
け
ど
、
平

成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に
５
年
間
（
平
成

32
年
度
ま
で
）
か
け
て
そ
の
差
額
が
減
額
さ

れ
、
平
成
33
年
度
に
は
差
額
が
も
ら
え
な

く
な
る
と
ね
。（
表
参
照
）

Ｒ　　

平
成
33
年
度
に
は
今
よ
り
８
億
５
千

万
円
交
付
さ
れ
な
く
な
り
財
政
状
況
が
厳

し
く
な
る
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

　　

平
戸
市
の
こ
れ
か
ら
の
財
政
状
況
は
大

丈
夫
と
で
す
か
。

Ｔ　　

平
戸
市
の
歳
入
の
多
く
は
、
普
通
交

付
税
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
、
こ
の
削
減
は

市
民
生
活
に
も
影
響
を
与
え
る
ん
で
、
事

務
費
や
人
件
費
な
ど
を
中
心
に
削
減
を
行

い
よ
る
と
よ
。

　　

優
遇
措
置
が
終
了
し
た
平
成
33
年
度
以

降
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
と
満
足
度
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、

よ
り
一
層
収
入
を
増
や
し
た
り
、
事
務
の

Ｒ　　

な
ん
で
去
年
ま
で
は
減
ら
ん
か
っ
た
と

に
今
年
か
ら
減
る
と
で
す
か
。

Ｔ　　

市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
市
町
村
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
費
の
節
約
が
可
能
に
な
る

け
ん
、
交
付
税
額
が
減
額
さ
れ
る
っ
て
考

え
ら
れ
る
と
ね
。

　　
で
も
、
こ
の
経
費
の
節
減
は
、
合
併
後

す
ぐ
に
で
き
る
も
の
ば
か
り
じ
ゃ
な
か
け
ん
、

財
政
支
援
と
し
て
合
併
後
10
年
間
は
、
旧

市
町
村
が
存
在
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、

合
算
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
交
付
さ
れ

よ
っ
た
と
よ
。

Ｒ　　

優
遇
措
置
で
、
８
億
５
千
万
円
多
く

も
ら
え
た
っ
て
事
で
す
ね
。（
表
参
照
）

普
通
交
付付
税
っ
税

て
何
？？

今
後後
の
交
付
税
付
税
は
？
は

合
併
合
併
後
の
後

財
政政
支
援
ははは
？？

平
成
333
年
度
年
度
へ
向
へ
向
け
て
け
て
のの

取
リ
取
リ
組
み
組

※１　掲載している普通交付税の差額は、

　　　臨時財政対策債を含んでおり、平成

　　　28年は調整額を含んでいます。

※２　交付税額の段階的縮減の説明のた

　　　め、他の要因（市町村の姿の変化に

　　　対応した交付税算定（平成29年～平

　　　成30年）による影響額や、人口急減

　　　補正の影響額）については、平成28

　　　年度算定ベースで掲載しています。

平戸市の収入が
減っていくよ－

さすが先輩！
頼りになります

これからは事務の
効率化をしっかり
考えんばぞ、後輩

こ
れ
か
ら
も
平
戸
市
の
将
来

　

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

平成 18 年
平成 19 年
平成 20 年
平成 21 年
平成 22 年
平成 23 年
平成 24 年
平成 25 年
平成 26 年
平成 27 年
平成 28 年
平成 29 年
平成 30 年
平成 31 年
平成 32 年
平成 33 年

優遇措置の差額
14.5 
14.6 
15.5 
16.3 
18.2 
17.3 
17.0 
16.6 
14.5 
11.3 

8.5

（単位：億円）

合併後10年間は
差額が交付され
ていました。

7.6 
5.9 
4.2 
2.5 
0.8 
0.0 

（差額の 0.9 の額）
（ 〃 の 0.7 の額）
（ 〃 の 0.5 の額）
（ 〃 の 0.3 の額）
（ 〃 の 0.1 の額）
一本算定に移行

→
→
→
→
→
→

旧大島村

旧田平町

旧生月町

旧平戸市

合併算定替額

一本算定額

0.9
0.7

0.5
0.3

0.1

5年間で差額分の交付分は
段階的に減少します。

現在の差額
約8.5億円

平成33年度
から本来の
一本算定と
なります。

新
平
戸
市

H18～ ～H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

段階的に縮減する期間合算額が保証
される期間

合併算定替対象期間（15年間）

合併算定替
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【
平
戸
市
自
治
連
合
協
議
会
長
賞
】

　

浦
辺　

真
希
代（
書
の
部
・
西
中
山
町
）

【
平
戸
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】

　

尼
﨑　

利
幸（
書
の
部
・
岩
の
上
町
）

【
平
戸
市
商
工
会
長
賞
】

　

藤
澤　

聖
子（
書
の
部
・
野
子
町
）

【
長
崎
新
聞
社
賞
】

　

山
田　

な
な
み（
デ
の
部
・
中
部
中
１
年
）

【
西
日
本
新
聞
社
賞
】

　

種
元　

海
里（
書
の
部
・
生
月
小
４
年
）

【
読
売
新
聞
西
部
本
社
賞
】

　

松
山　

清（
画
の
部
・
深
川
町
）

【
平
戸
市
医
師
会
長
賞
】

　

曽
川　

香
鈴（
書
の
部
・
猶
興
館
高
２
年
）

【
平
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】

　

畳
屋　

颯
人（
画
の
部
・
生
月
小
６
年
）

【
平
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】

　

白
石　

翼（
画
の
部
・
大
島
小
５
年
）

【
奨
励
賞
】（
氏
名
の
み
・
順
不
同
）

　

川
村
保
・
片
山
昌
美
・
山
頭
あ
け
み
・

　

小
浦
惠
子
・
油
屋
博
子
・
𠮷
田
京
子
・

　

江
代
ま
さ
子
・
小
山
の
り
子
・
尼
﨑

　

榮
・
松
山
清
繁
・
出
口
寿
花
・
北
島
琴

　

未
・
立
石
来
夢
・
鋒
屋
利
音
・
堺
屋
流

　

音
・
松
元
駿
介
・
福
田
蒼
龍
・
松
永
奈

　

乃
子
・
森
あ
り
さ
・
山
口
栞
奈
・
氏
田

　

媛
奈
・
松
山
桃
花
・
藤
島
ゆ
う
・
近
藤

　

新
太
・
藤
澤
昌
穂
・
浦
部
真
希
・
加
藤

　

凜
久　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

平
戸
市
美
術
展
覧
会
入
賞
者

【
市
長
賞
】

　

鶴
﨑　

智
子（
画
の
部
・
大
島
村
）

　

﨑
本　

満
子（
書
の
部
・
生
月
町
）

　

松
田　

春
菜（
写
真
の
部
・
木
引
田
町
）

　

宇
野　

美
貴
枝（
工
芸
の
部
・
大
久
保
町
）

【
市
議
会
議
長
賞
】

　

尼
﨑　

愛
子（
画
の
部
・
紺
屋
町
）

【
市
教
育
長
賞
】

　

﨑
村　

大
我（
画
の
部
・
志
々
伎
小
１
年
）

　

花
田　

涼
加（
書
の
部
・
生
月
小
３
年
）

【
市
教
育
会
長
賞
】

　

江
口　

瑠
南（
画
の
部
・
津
吉
小
２
年
）

【
平
戸
市
美
術
振
興
会
賞
】

　

川
村　

保（
画
の
部
・
紐
差
町
）

　

佛
田　

京
子（
書
の
部
・
職
人
町
）

【
平
戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
】

　

古
川　

優
衣（
画
の
部
・
度
島
小
３
年
）

　

久
原　

優
汰（
画
の
部
・
田
平
北
小
４
年
）

【
平
戸
観
光
協
会
長
賞
】　

　

田
中　

貴
瑛（
書
の
部
・
生
月
中
３
年
）

【
平
戸
市
文
化
協
会
長
賞
】

　

大
坂
屋　

シ
ヅ
子（
画
の
部
・
大
久
保
町
）

【
生
月
町
文
化
協
会
長
賞
】

　

椿
山　

夏
子（
書
の
部
・
大
久
保
町
）

【
田
平
町
文
化
協
会
長
賞
】

　

富
永　

節
子（
画
の
部
・
田
平
町
）

【
大
島
村
文
化
協
会
長
賞
】　

　

富
永　

節
子（
書
の
部
・
田
平
町
）

第
67
回
長
崎
県
民
体
育
大
会

成
績
（
11
月
12
日
〜
13
日
）

【
優
勝
】

〇
団　

体　

　

相
撲（
成
年
の
部
）

〇
個　

人　

　

岩
﨑　

リ
エ
子（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　

一
般
女
子
・
大
久
保
町
）

　

江
口　

剛
司（
空
手
成
年
男
子
重
量
級
・

　

生
月
町
）

　

井
元　

健
人（
水
泳
50
代
男
子
50
ｍ
バ

　

タ
フ
ラ
イ
・
鏡
川
町
）

　平成28年秋の叙勲の発表がありまし

た。また、市美術展覧会で入賞した表

彰者、各種大会などで入賞した個人・

団体を紹介します。

受章・受賞おめでとうございます

　　秋の叙勲および各種表彰

　昭和46年4月から平成21年３月まで永きにわたり
消防吏員として従事し、在職中は、火災や風水害の現
場へいち早く出動し、消防活動を行うだけでなく、予
防の観点から消防用設備などの改善指導にも尽力され
ました。

　昭和42年３月から平成15年３月まで永きにわたり
自衛隊員として従事し、北海道や大村の駐屯地に勤務
し、雲仙普賢岳や長崎大水害などの際は、災害支援な
どに尽力されました。また、退職後は、地元の民生委
員として地域の高齢者の見守りなどを行っています。

中村　英男さん(田平町）

ねんりんピック長崎2016（将棋部門）全九州マスターズ陸上競技選手権佐賀大会

なかむら　　　 ひでお

江田 達朗さん(鏡川町）

優勝（Ｍ35クラス 男子400ｍ） 優勝（個人の部）
えだ　　　たつろう

　吾智網や船曳網など改良
し、地域へいち早く導入し
た先駆者。また、漁港整備
や後継者育成にも積極的に
取り組んでいます。

志水　多美子さん
(生月町）

消防関係の皆さんのおか
げで受章でき感謝します

元　めばえ保育園保育士

瑞宝単光章
児童福祉功労

しみず　　　　  たみこ

　昭和48年11月1日から平成20年3月31日まで永
きにわたり保育士として勤務し、在職中は子育て支援
の一環として、障がい児の受け入れや自主事業による
一時保育、学童保育などに携わり児童福祉の向上に尽
力されました。

　10月23日、佐賀市の
佐賀県総合運動場で全九
州マスターズ陸上競技選
手権大会が開催され、Ｍ
35ク ラ ス（35歳 ～ 39
歳）の男子400ｍ走にお
いて、鏡川町の江田さん
が見事優勝の栄光を勝ち
取りました。

　10月16日 ～ 17日、
時津町の時津町コスモス
会館でねんりんピック長
崎2016将棋大会が開催
され、個人戦は９ブロッ
クに分かれており、田平
町の中村さんが、見事優
勝の栄光を勝ち取りまし
た。

川下　國夫さん
(田平町）

今後も市民の皆さんのお役
にたてるよう尽力していきます

家族、職員、地域の
方々に感謝します

元　准陸尉

瑞宝単光章
防衛功労

かわしも　　  くにお

旭日双光章
地方自治功労

川渕喜代美さん
(紐差町）

元　平戸市議会議員

かわぶち　　　きよみ

　平成７年から平成21年まで永きにわたり平戸市議
会議員として在職し、その間、市議会議長、総務常任
委員会委員長、文教厚生常任委員会副委員長、決算特
別委員会委員長、議会運営委員会委員長などを歴任し、
市勢振興に多大な貢献をされました。

これまでご支援頂いた市民
の方々に心から感謝します

谷田　美幸さん
(鏡川町）

元　平戸市消防司令長

瑞宝単光章
消防功労

たにだ　　　よしゆき

吉田 熊夫さん
(大久保町）

全国漁港漁場協会全国漁港漁場協会

よしだ　　　　くまお

ごちあみ ふなびきあみ

塚本 雅英さん
(生月町）

元　平戸市消防団副団長
 元　平戸市議会議員

つかもと　　 まさひで

　昭和46年10月１日生月町消防団員を拝命以来、永
きにわたり、消防の使命と職務の重要性をよく認識し、
消防団活動に真摯に取り組まれました。また、平成７
年から平成21年まで旧生月町議会議員、平戸市議会
議員として市勢振興に多大な貢献をされました。

瑞宝双光章

消防関係および市民の皆
さんに感謝します

消防・地方自治功労

（海・川の恵み部門）（海・川の恵み部門）
海の名人認定海の名人認定
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　田平町の福田米雄さんが100歳のお誕生日を迎
えられ、黒田市長が入所先のグループホームかぶ
とむしを訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝いま
した。
　米雄さんは、戸石川町生まれで農業を営みなが
ら、4人のお子さんを育て、亀岡神社の総代を務
めるなど地域活動にも積極的に取り組まれていま
した。グループホームに入所後は、友人との談笑
や、体操、歌などを楽しんでいます。お祝い式で
はご家族・職員・入所者の人たちに囲まれ「あり
がとうございました」と話していました。

10
18 いつまでもお元気で　祝100歳

　平戸オランダ商館で「フェイエノールト・ロッ
テルダムとV・ファーレン長崎の業務提携調印お
よび記者会見」が開催されました。
　フェイエノールト・ロッテルダムは、オランダ
ロッテルダムに本拠地を置く強豪サッカーのクラ
ブチームです。
　今回の業務提携は、両チームのユース年代の競
技力向上、指導者並びにタレント養成、トレーニ
ングプログラムや組織運営など両クラブ間におけ
るノウハウの提供や共有、また長崎県全体のサッ
カーレベルの向上を図ることを目的としています。

サッカーを通じて両国の交流を
11
９

　田平町の石橋タエ子さんが100歳のお誕生日を
迎えられ、黒田市長が青洲会病院を訪れ、花束と
記念品を贈り長寿を祝いました。
　タエ子さんは、田平町生まれで看護師として働
きながら、5人のお子さんを育て、80歳ごろまで
は大好きな書道や詩吟の教室をしていました。現
在は、青洲会病院でデイケアやショートステイを
利用しながら、ご主人とお二人で在宅生活を続け
ています。お祝い式ではご主人や職員、利用者の
人たちに囲まれ「これを糧に長生きしようと思い
ます」と嬉しそうに話していました。

いつまでもお元気で　祝100歳
11
10

　度島地区における消防力の強化を目的に、度島
地区全体で「平成28年度度島地区総合防災訓練」
が開催されました。
　度島地区は消防署の出張所がなく、いざという
時は地区住民の皆さんが初期消火を行わなければ
なりません。訓練には、地区消防団や自主防災組
織、婦人防火クラブ、園児から中学生までの皆さ
んが参加し、実際に放水したり、バケツリレーで
火を消したりしました。また、県防災航空隊のヘ
リによる救助訓練も披露され、皆さん真剣な面持
ちで訓練を行っていました。

島民全員で防災意識を高める
11
17

　平戸文化センターで「第33回センサ･マイクロ
マシンと応用システム」シンポジウムが開催され
ました。
　同時開催された生涯学習講演会では「山、海、
空とセンサと」というテーマで、昆虫学者の栗林
慧氏などによる講演が行われました。栗林氏は
「これまで50年に渡り昆虫をカメラで撮影してき
たが、既成のカメラやレンズでは不可能なことを、
自ら改造し可能にしてきました。今後は、そのよ
うな不可能を可能にする技術をもっと研究開発し
てほしい」と話していました。

10
25 最先端の技術を平戸から世界へ

健康で笑顔あふれるまちに

　平戸文化センターで「平戸市福祉健康まつり」
が開催されました。当日は、約3,500人が来場し、
玄関前広場では、障がい者スポーツ体験、もちつ
き体験、中ホールではキッズ広場が設けられ、子
どもからお年寄りまで、たくさんの人たちでにぎ
わいました。
　午後からは、元ＮＨＫ「ためしてガッテン」演
出担当デスクの北折一氏による【ガッテン流！健
康法の極意～こんなにラクに健康になっちゃって
いいの！？～】のテーマで講演が行われ、健康を
保つための秘策などについて話されました。

10
30

　10月14日～ 25日までオランダ王国ノールトワ
イケルハウト市レーウェンホルスト中高学校の生
徒12人が平成23年から続く姉妹都市交流事業の
一環として本市を訪れました。12人はパート
ナーの家庭へホームステイしながら、市内の3つ
の高校へ通学し、日本の文化や学校の授業を体験
しました。授業では習字、まゆ玉作成など日本特
有の授業を受け、初めての日本文化を体験するな
どして楽しんでいました。来年の3月には今回、
受入した日本人生徒がオランダを訪問してホーム
ステイして、オランダの文化を体験する予定です。

広めよう　交流の輪17

　九州オルレフェア平戸コースイベント「平戸秋
風オルレ」が開催されました。
 　福岡・平戸間を臨時運航するビートルの寄港
に併せて行われ、乗船してきた参加者を含む、約
１６０人が参加しました。
　参加者は、平戸の歴史的まち並みや、川内峠の
ススキなどの自然景観を眺めながら歩き、また、
休憩地点の川内峠やライフカントリーでは、うち
わえびの味噌汁や、平戸スイーツのふるまいなど
が行われ、平戸特産の食のおもてなしも堪能し、
秋の平戸を満喫していました。

秋が深まった平戸を歩く
11
12

10
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From Holland with love

国際交流員  シンゴディクローモ・ヴァージル・ルシノア
（オランダ王国フレヴォラント州アルメレ出身）
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～日本のカラオケ～

オランダからの

　ボトルメール
　　

アルメレ
アムステルダム

ボトルメールとは・・・
　自分の思いや考え方を手紙などに書いて
瓶に封じて、海や川などに流すことで、日本
語では「瓶詰めの手紙」・「瓶入りの手紙」な
どとも言われています。
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例
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高
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近
所
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料
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通
い
腰
痛
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治
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額
な
治
療
器

を
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よ
う
と
し
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い
る
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□
事
例
２

　

母
が
近
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無
料
体
験
所
に
毎
日
の

よ
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に
通
い
、
将
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病
気
で
子
供
に
迷

惑
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く
な
い
と
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額
な
治
療

器
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よ
う
か
検
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る
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例
３

　

高
齢
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友
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最
寄
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ス
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に
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設
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い
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１
５
０
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入
し
て
い

る
。
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こ
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。

　この手紙を読んでいるあなたへ

　お久しぶりです。お元気ですか。今日はカラオケについて書きたいと思います。

実は、オランダには友達と一緒に歌う習慣がありません。カラオケバーと言って、

スナックのようなところはありますが、人前で歌うのが恥ずかしいと思う人が

少なくありません。自分もそうでしたが、初めて日本に来た時、実際にカラオ

ケに行って歌ってみたら、とても楽しくて恥ずかしい気持ちがすぐなくなりま

した。カラオケは体にもとてもいいらしいです。ストレス発散することもでき

ます。大きな声を出して、気持ちよく歌いあげると、満足したり、幸せを感じます。

　また、カロリーを消費することもできます。最新のカラオケでは消費された

カロリーが表示されますので、思い切り歌ってみたら、やせることもできますよ。

日本に来てからカラオケが趣味になり、毎週のように行っています。今回のボ

トルメールはこれで終わります。次回のボトルメールもお楽しみに。

■図書館ホームページ■
◎パソコンから　URL http://www.hirado-lib.jp
◎携帯電話から　携帯電話のバーコードリーダーで
　右のＱＲコードを読み込んでアクセスできます。

■おはなし会／毎週日曜日　午後２時～　おはなしのへや
■赤ちゃんおはなし会／ 14日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや
■「みんなdeシネマ」『カラヴァッジオ』（イギリス：93分　
　1986年ベルリン国際映画祭銀熊賞 ほか）／ 10日　 ・22日
　午後２時～　未来創造館COLAS平戸ホール
■ライブラリーコンサート／ 24日　　午後６時30分～午後８時  
    30分　平戸図書館　今月はクリスマススペシャルコンサート
　です
■児童文学評論家・赤木かん子氏講演会“調べるって、た
　のしい！おもしろい！”／ 4日　　午後２時～午後４時
　未来創造館COLAS平戸ホール　　対象：一般、参加費：無料、
　申込み先：平戸図書館（事前に電話か図書館カウンターにて
　お申込み下さい。）

～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／ 10日　、17日　、24日　　午後２時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室

■おたのしみ抽選会／ 16日　　午前10時～午後６時
　図書館カウンター
■クリスマスおたのしみ会／３日　　午前10時～
　市ふれあいセンター会議室

平戸図書館 ☎22‐4017

●12月の主なもよおし●
●12月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　、27日　、
　　　　　28日　～１月３日　（年末年始）

◎休館日／ 28日　～１月３日　（年末年始）

水

土

土 土

土

土

土

木

日火 火 火 火

火

火

金

水

水

　40億年前に大洪水を起こした豪雨
や、古代文明の雨乞いなど、惑星や
地球科学から、歴史、文化まで、幅
広く解き明かします。また、環境問
題を背景に現代の問題も探ります。

　商売にまったく縁がなかった主
婦・坂野惇子が作り上げた、子供服
メーカー“ファミリア”。坂野は、
良質な子供服を作り続け、皇室御用
達ブランドとなりました。現在放送
中の連続テレビ小説「べっぴんさん」
のモデルにもなっています。

『雨の自然誌』
著／シンシア・バーネット
訳／東郷　えりか
出版社／河出書房新社
出版年／２０１６.９月

『ファミリア創業者
　　　　　坂野惇子』
著／中野　明
出版社／中央公論新社　
出版年／２０１６.９月

　中学時代、フルートに選ばれなかっ
た美由。高校では吹奏楽部には入ら
ないと決めていたのに、入学早々に
出会った友人たちに巻き込まれ、再
び心にともる音楽の灯。16歳の揺れ
動く気持ちを丁寧に描いた、人気作
家・あさのあつこの青春小説です。

著／あさのあつこ、出版社／朝日新聞出版
出版年／２０１６.１０月

　木枯らし吹く寒い季節には、風邪
予防対策が大事ですね。常に体調万
全の著者が、最強の風邪の予防法を
教えてくれます。うがい・手洗い、
体の温め方、食事・睡眠・運動を、Ｑ
＆Ａを交えながら解説。免疫力をアッ
プして元気にお過ごしください。

作／今津　嘉宏
出版社／ワニブックス
出版年／２０１６.１１月

『アレグロ・ラガッツア』

『最強の免疫力』

　漱石が大切に残した絵はがきの
数々。門下生とのやりとりや、愛娘
からの報告など、多数紹介していま
す。魅力的な絵はがきの中から漱石
の人柄が浮かび上がります。

『漱石の愛した絵はがき』
著／中島　国彦、長島　裕子
出版社／岩波書店
出版社／新樹社、出版年／２０１６.９月

　サンタのギフトボックスやクリス
マスツリー、ブックカバー、箸置き
など、かわいい折り紙で作ってみま
せんか。おすそ分けやプレゼント、
おもてなしなどに１年中大活躍する
実用的な大人の折り紙54作品をカ
ラーの折り図付きで紹介しています。

著／山口　真、出版社／ソシム
出版年／２０１６.１０月

『１年中楽しむかわいい実用
　おりがみ　日常生活を彩る、
　　　かわいくて使える折り紙』

広報ひらど 平成28年12月号 22Hirado City Public Relations,2016.1223

本は市内の図書館・図書室どこでも貸出・返却できます。

日



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
12月15日

1月
生まれ
募集中

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.55

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「1月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

12月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

浦の町

１歳のお誕生日おめでとう
(*^o^*)お兄ちゃんと仲良く遊ん
でね☆
　       from 　正明さん　　 郁恵さん

大坪 愛茉 ちゃん
 おおつぼ　   えま

父 母

１歳

岩の上町
浦上 佳子ちゃん 
うらかみ  　かこ

１歳

初めてのお誕生日おめでと
う！佳子の笑顔はみんなを癒
してるよ！
    　　 from 　隼人さん　   明子さん父

度島町

２歳おめでとう‼これからも
元気に大きく育ってね。
          

from　 健太郎さん　　沙也美さん

 たなか　　ことね

２歳田中 琴音 ちゃん

母 母父

健康・福祉いきいき通信

Happy Birthday

永瀬 藍染くん
  ながせ　   あいぜん

１歳
やまぐち  　るり

１歳山口 瑠璃ちゃん
むら 　　るきあ

６歳村 瑠希愛ちゃん

ふるかわ　 きょうや
１歳古川 叶泰くん

まえだ 　　　とわ
２歳前田 遥羽くん

 すみえ 　　 まよい
２歳住江 真宵ちゃん

とみなが 　　れな
３歳冨永 怜愛ちゃん

なかむら　 　ひより
１歳中村 妃世莉ちゃん

坂本 煌明くん
　さかもと　こうめい

１歳

広報ひらど 平成28年12月号 24Hirado City Public Relations,2016.1225

健康・福祉

いきいき通信

障害者手帳がなくても受けられる制度をご存知ですか

　　障がいのある人が住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせるよう、さまざま

な福祉制度があります。対象者の年齢、障がいの種類や程度、所得により、受けら

れるサービスは異なります。今月号では、この福祉制度について紹介します。

　　　　　　　　　　　　　   ■お問い合わせ　福祉課障害福祉班　☎内線2564

障がいのある人のための

　　　福祉制度についてご存知ですか

受けられるサービスの種類と内容について

■福祉医療費助成

対象者
身体障害者手帳(１～４級)、療育手

帳(Ａ１～Ｂ２)、平成２５年１０月受診

分からは、精神手帳１級(通院のみ)

も対象になります。

※支給する額は、等級などによっ　

　　て変わります。

病院、薬局でかかった医療費の一部

を助成する制度です。

■ＮＨＫ受信料免除

対象者
全額免除

障害者(身体・知的・精神)が世帯

の構成員であり、世帯全員が市町

村民税非課税の場合

半額免除

①重度障害者(身体１・２級、知的

Ａ、精神１級)が世帯主(契約者)で

ある世帯

②視覚または聴覚障害者が世帯主

　(契約者)である場合

ＮＨＫの受信料が世帯の課税状況など

によって免除される制度です。

■福祉タクシー

対象者
●身体障害者手帳１、２級を持ち、

　　車いすを常用している人

●視覚障害の身体障害者手帳を

　　持っている人

　　※諸条件有り

●療育手帳を持っている人

内容
タクシー券発行枚数…対象者1人

当たり、年間４８枚まで

助成額…１回の乗車につき、初乗り

料金の９割助成

タクシー業者を利用する際に基本料金

の一部を助成する制度です。

■補装具・日常生活用具

失われた身体機能を補完または代替する装具や、日常生活を容

易にするための用具を給付する制度です。

対象者
身体障害者手帳、療育手帳を所持している人。難病

（対象疾病に限る）の人

内容
車いす、義足、矯正眼鏡、補聴器、たん吸引器、頭部

保護帽、入浴補助用具など

※上記以外にも購入できる装具、用具があります。

※上記で紹介しているサービス以外にも、さまざまな障害福祉サービスがありますので、お気軽にご相談ください。

■難聴児補聴器購入費助成

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の聴覚障害の

ある児童に対して、補聴器の購入費用の一部を助成する制度です。

対象者
身体障害者手帳の交付を受けていない18歳未満の児童

内容
補聴器基準額の２/３の額を助成
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◎年末・年始ごみ収集カレンダー

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）

12月19日
12月20日
12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日
12月30日

1月  4日
1月  5日
1月  6日

月
火
水
木
祝・金
土
日
月
火
水
木
金

水
木
金

月日

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　約　締　切　日　な　ど収集の種類

曜日
平戸・生月地区 田平地区

燃えるごみ 燃えるごみ 資源ごみ等燃えるごみ 資源ごみ等
大 島 地 区北松北部

クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

休　　み

休　　み

休　　　み

平常収集

平常収集

平常収集

受入可

休　　み

休　　み

受入可
8：30～16：30

受入可
8：30～16：30

受入可
8：30～16：30

浄　化　槽　汚　泥　

浄　化　槽　汚　泥

浄　化　槽　汚　泥

し尿汲み取り　

し   尿   汲   み  取   り

し尿汲み取り

し尿汲み取り
浄化槽汚泥

粗　大　ご　み

（有）平戸清掃
中部清掃（有）　
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃合同会社

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

年内は12/9（金）までに要予約
12/29（木）～1/3（火）まで休み
1/4（水）から受付

年内12/9（金）までに要予約
12/29（木）～1/3（火）まで休み
1/4（水）から受付

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区

9：00～12：00
13：00～16：00

休　　　　み 休　　み休　　　　み休　　　　　み

12/31（土）～１/３（火）までの間は、収集業務および施設の受け入れは、休みます。

平 常 収 集平 常 収 集

平常収集

平 常 収 集 平 常 収 集

平 常 収 集

全区域収集

全区域収集

休　み全区域収集

全区域収集

全区域収集休　み全区域収集

平常収集

9：00～12：00
13：00～16：00

受入可

的 山 ・大根坂
神浦・前平・西宇戸

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 

生 月 地 域
山 田 地 域

9：00～12：00
13：00～15：00

受入可

※26日～ 28日は
　16：00まで可

12/29（木）～1/3（火）まで休み
12/31（土）～1/3（火）まで休み
12/7（水）までに要予約
12/29（木）～1/3（火）まで休み
12/26（月）までに電話連絡
12/30（金）～1/4（水）まで休み
12/29（木）午後から1/4（水）まで休み
12/3（土）～12/10（土）予約
12/12（月）～12/19（月）予約
12/29（木）～1/3（火）まで休み

※北松北部クリーンセンターの12月の休日ごみ受入は、23日（祝日）、29日（木）、30日（金）となっています。
　ただし、29日（木）、30日（金）は午後３時まで。１月４日（水）以降平常受入。

　11月13日、生月町開発総合センターで、津軽三味線奏者の上

妻宏光さんと「SING LIKE TALKING」のボーカル佐藤竹善さんを迎

えて、宝くじ文化公演「上妻宏光Standaed Songs feat.佐藤竹善」が

開催されました。会場では、JPOPから「津軽じょんがら節」まで、

さまざまな楽曲が演奏されました。また、青森出身の佐藤さんに

よる津軽弁講座や、上妻さんの堀越高校時代の芸能人の友達の話

など、演奏以外でも会場を盛り上げていました。

宝くじ文化公演「上妻宏光Standaed Songs feat.佐藤竹善」

※宝くじの助成により、特別料金で行われました。
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そ
の
他
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

　
　

急
に
保
育
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

　

市
内
全
保
育
所
で
実
施
し
て
い
る「
一
時
預

　

か
り
」な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

　

ま
す
。

○
平
成
29
年
度
の
保
育
料
に
つ
い
て

　　　

平
成
29
年
４
月
以
降
、
新
た
に
保
育
所
・
認

定
こ
ど
も
園
・
市
外
の
幼
稚
園
な
ど
の
教
育
・

保
育
施
設
な
ど
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の

保
護
者
は
、
支
給
認
定
申
請
書
兼
利
用
申
込
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
福
祉
課
子
育
て
支
援

班
、各
支
所
・
出
張
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
込
関
係
書
類
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
、

　

各
支
所
・
出
張
所
の
窓
口
お
よ
び
各
保
育
所

　
（
園
）な
ど
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

　

※

市
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
を
希
望
さ

　
　

れ
る
場
合
は
、
施
設
の
募
集
開
始
後
す
ぐ

　
　

に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
入
所
で
き
る
基
準

　
【
教
育
を
希
望
す
る
場
合
】

　
　

満
３
歳
以
上
の
教
育（
認
定
こ
ど
も
園
や

　

幼
稚
園
な
ど
の
利
用
）を
希
望
す
る
児
童

　
【
保
育
を
希
望
す
る
場
合
】

　
　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
ど
れ
か
に
該

　

当
す
る
場
合

　

▼
月
に
15
日
間
以
上
か
つ
月
60
時
間
以
上
就

　
　

労
し
て
い
る

　

▼
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い

　

▼
病
気
・
け
が
、
ま
た
は
障
が
い
が
あ
る

　
　

４
月
か
ら
８
月
分
ま
で
の
保
育
料
に
つ
い

　

て
は
、
保
護
者
の
平
成
28
年
度
市
民
税
額
を

　

基
に
算
定
さ
れ
ま
す
。（
９
月
か
ら
３
月
ま

　

で
の
保
育
料
は
保
護
者
の
平
成
29
年
度
の
市

　

民
税
額
を
基
に
９
月
に
決
定
し
ま
す
）

○
募
集
対
象
者　

年
長
組（
５
歳
児
）平
成
23

 

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
幼
児
・
年
中
組（
４
歳
児
）平

　

成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

○
保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

※

園
舎
は
午
前
８
時
に
は
開
け
て
い
ま
す
。

○
保
育
料　

応
能
負
担
。
こ
の
他
に
月
額
６
千

　

円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　
《
平
成
28
年
度
の
場
合
》

　

・
年
長
組
・
年
中
組
共
通…

給
食
費
３
，
７

　
　

８
０
円
、
育
友
会
費
９
０
０
円
、
教
材
費

　
　

５
０
０
円
、
絵
本
４
３
０
円

　

・
年
長
組…

記
念
ア
ル
バ
ム
代
積
み
立
て
金

　
　

６
０
０
円　
　
　

○
預
か
り
保
育
時
間　

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

　

30
分

○
預
か
り
保
育
料　

１
０
０
円
／
１
時
間（
別

　

途
お
や
つ
代
50
円
／
１
回
）

※

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
平
戸
幼
稚
園
に
備

　

え
付
け
の
入
園
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

う
え
、
直
接
平
戸
幼
稚
園
に
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。　
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平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

募　

集

問
農
林
課
鳥
獣
被
害
対
策
班

　

☎
内
線
２
２
５
６

狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　

☎
内
線
2
2
1
3

補
助
金
の
ご
案
内

問
農
林
課
鳥
獣
被
害
対
策
班

　

☎
内
線
２
２
５
６

平
成
28
年
度
狩
猟
免
許
試
験（
追

加
）の
お
知
ら
せ

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
８

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
２
４

平
成
28
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
の
お
知
ら
せ

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
４

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出
事
業

の
第
４
期
募
集
に
つ
い
て

　

小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
営

　

ん
で
い
る
事
業
者

　

▼
補
助
額　

事
業
拡
大
に
必
要
な
設
備
投
資

　
　

経
費
の
2
／
3
以
内（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

　

※

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で
に
設
備

　
　

投
資
を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
商
工
物
産
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　

平
成
28
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
種　

類　

乙
種（
第
４
類
）、
丙
種

○
と　

き　

平
成
29
年
２
月
26
日（
日
）午
前
10

 

時
〜

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
立
大
学
、
長
崎
大
学（
教

　

養
教
育
講
義
棟
）

○
受
験
願
書
の
受
付
期
間　

　

書
面
申
請　

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）〜

　

１
月
13
日（
金
）

　

電
子
申
請　

平
成
29
年
１
月
１
日（
祝
・
日
）

　「
も
の
づ
く
り
創
業
支
援
事
業
補
助
金
」

○
製
造
業
、
情
報
通
信
業
の
創
業
希
望
者

　

▼
補
助
額　

創
業
に
必
要
な
設
備
投
資
経
費

　
　

の
2
／
3
以
内（
限
度
額
５
０
０
万
円
）

○
卸
売
業
、
小
売
業（
無
店
舗
小
売
業
を
除
く
）

　

宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、生
活
関
連
サ
ー

　

ビ
ス
業
な
ど
の
創
業
希
望
者

　

▼
補
助
額　

創
業
に
必
要
な
設
備
投
資
経
費

　
　

の
2
／
3
以
内（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

　

※

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で
に
事
業

　
　

を
開
始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

　
　

め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
中
小
企
業
等
設
備
投
資
促
進
事
業
補
助
金
」

○
３
年
以
上
市
内
で
製
造
業
ま
た
は
情
報
通
信

　

業
を
営
ん
で
い
る
事
業
者

　

▼
補
助
額　

事
業
拡
大
に
必
要
な
設
備
投
資

　
　

経
費
の
2
／
3
以
内（
限
度
額
５
０
０
万
円
）

○
企
業
立
地
奨
励
条
例
に
基
づ
く
奨
励
企
業
な

　

ど
で
新
規
の
正
規
雇
用
者
を
３
人
以
上
雇
用

　

す
る
事
業
者

　

▼
補
助
額　

経
費
の
1
／
2
以
内（
限
度
額
1

　
　

千
万
円
）

　

※

新
規
の
正
規
雇
用
者
を
５
人
以
上
雇
用
す

　
　

る
事
業
者
の
場
合
、
経
費
の
1
／
2
以
内

　
　
（
限
度
額
1
，
５
0
0
万
円
） 

○
３
年
以
上
市
内
で
製
造
業
、
情
報
通
信
業
、

　

〜
１
月
10
日（
火
）

○
受
験
願
書
の
入
手
先　
（
一
財
）消
防
試
験
研

　

究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保

　

安
室
、
長
崎
県
各
振
興
局（
長
崎
、
県
央
を

　

除
く
）、
県
内
各
消
防
署

　　

12
月
13
日（
火
）か
ら
22
日（
木
）ま
で
の
10

日
間
、「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
と
子
ど
も
・
高
齢

者
に
優
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
こ
ん
ば
ん
は　

早
め
の
ラ
イ
ト
で　

ご
あ

　

い
さ
つ
」

○
重
点
項
目

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

　
　

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　

い
着
用
の
徹
底

　　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児

用
品
の
貸
し
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長
１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）20
台
・
１

　
　

〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ
月

　

④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
７
台
・
最
長
１
年

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返
却
は
、
福
祉

　
　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
・
出
張

　
　

所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児

　
〔
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で
に
出
産
予

　

定
を
含
む
〕の
保
護
者
ま
た
は
里
帰
り
先
の

　

祖
父
母
な
ど
。
た
だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞

　

納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
持

　

参
の
上
、
市
民
課
総
合
窓
口
ま
た
は
各
支
所

　

地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

　

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

12
月
１
日（
木
）〜
14
日（
水
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
よ
り
貸
し
出
し

　
　

可
能
で
す
。

　

※

貸
出
用
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

　
　

ー
ト
の
一
部
は「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援 

　
　

基
金
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験（
追
加
）が

行
わ
れ
ま
す
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
提

出
書
類
を
添
え
て
県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企

画
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
験
の
際
に
は
、
事
前
に
長
崎
県
猟
友
会
が

　

開
催
す
る
講
習
会
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。

○
試
験
日　

平
成
29
年
１
月
22
日（
日
）

○
試
験
会
場　
（
わ
な
猟
）佐
世
保
市
労
働
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
、（
第
一
種
銃
猟
）西
諫
早
公
民
館

○
試
験
種
目　

わ
な
猟
免
許（
わ
な
が
使
用
で

　

き
る
免
許
）第
一
種
銃
猟
免
許（
装
薬
銃
お

　

よ
び
空
気
銃
が
使
用
で
き
る
免
許
）

○
申
込
期
限　

12
月
22
日(

木
）

○
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料　

5
，
2
0
0
円　

○
添
付
書
類

　

・
狩
猟
免
許
申
請
書

　

・
医
師
の
診
断
書
な
ど

　

・
写
真
一
枚

　

・
住
民
票
ま
た
は
運
転
免
許
証
な
ど

　

・
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

○
試
験
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企
画
課　
　
　
　

　

℡
0
9
5
6
‐
41
‐
2
0
3
3

○
事
前
講
習
会
受
付
先

　

佐
世
保
市
猟
友
会

　

℡
0
9
5
6
‐
33
‐
2
8
8
0

　

平
成
29
年
２
月
15
日（
水
）ま
で〔
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
に
限
っ
て
は
３
月
15
日（
水
）ま
で
〕狩

猟
が
解
禁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
令
で
定
め
ら

れ
た
鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
規
制
区
域
、
人
家
の

あ
る
場
所
、
公
道
、
公
園
な
ど
を
除
く
山
野
、

海
岸
な
ど
で
狩
猟
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
狩
猟

期
間
中
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
山
歩
き
な
ど
に
出
か
け
る
と
き
は
、
狩
猟
の

　

行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
事

　

前
に
安
全
確
認
を
行
う
。

②
山
野
の
歩
行
、
山
林
・
田
畑
で
作
業
を
す
る

　

場
合
は
、
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
を
す
る
よ

　

う
に
心
が
け
、
ラ
ジ
オ
を
流
す
な
ど
し
て
自

　

分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け

　

る
。

③
単
独
行
動
は
避
け
、
登
山
歩
道
か
ら
外
れ
た

　

り
、
や
ぶ
の
中
に
入
っ
た
り
し
な
い
。

④
わ
な
な
ど
の
仕
掛
け
を
見
つ
け
て
も
、
絶
対

　

に
手
を
触
れ
な
い
。
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長
崎
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

☎
0
9
5
‐
8
0
1
‐
0
0
4
0

問

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
雇
用
保
険

制
度
が
変
わ
り
ま
す

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課
健
康
対
策
班　

☎
57
‐
３
９
３
３

問

H
I
V（
エ
イ
ズ
）検
査
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

長
崎
県
長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
5
‐
8
4
6
‐
5
1
1
5

問
平
成
28
年
度
県
北
地
域
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
家
族
教
室
の
開
催
に
つ
い
て

江
迎
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
9
5
6
‐
65
‐
2
1
4
1

問

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世
保
出
張
所

☎
０
９
５
６
‐
23
‐
１
２
３
１

申
・
問

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
試
験
の

お
知
ら
せ

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
５
６
‐
62
‐
３
７
９
９

申
・
問

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校
平
成
29
年

度
生
追
加
選
考
試
験
の
お
知
ら
せ

火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎Ｈ28.10月末までの交通事故件数

◎Ｈ28.10月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／32,682（－10）
　男性／15,323人（－5）
　女性／17,359人（－5）
■世帯数　14,202戸（1）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成28年11月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）14人　（軽傷）69人

（56件）
（   0人）
（ 75人）

50件
0人
83人

　10 件）
1,339件（1,371件）

　　　　32件    （

【
平
戸
地
区
】　　

　

本　

穂
豊 

英
志 

上
大
垣

坂
野　

希
世
紀 

雄
紀 

梅
崎

藤
村　

清
太
郎 

誠 

稗
田

市
川　

稜 

仁 

戸
石
川

松
口　

佳
愛
徠 

荘
一 

下
中
津
良

山
田　

晴
翔 

賢 

根
獅
子
第
３

吉
岡　

琴
音 

晃
輝 

西
の
久
保

岩
﨑　

陽
奈 

有
毅 

早
福

田
村　

優
真 

浩
一 

曲
り

近
藤　

亘 

善
弘 

木
引

山
口　

凌
輝 

　
 

田
助
在

【
生
月
地
区
】

外
山　

眞
士
朗 

竜
也 

舘
浦
浜

村
田　

凪
都 

和
也 

愛
知
県

西
尾　

稜
希 

歩
紀 

浦
南

加
藤　

希
帆 

渡 

山
田

【
田
平
地
区
】

今
里　

愛
咲 

匡
志 

小
崎

丸
屋　

悠
人 

翔
平 

平
戸
口

松
永　

大
知 

卓
也 

山
内

【
平
戸
地
区
】

藤
澤　

照
子 

82
歳 
10
／
14 

敷
佐

岩
田　

博
文 

65
歳 
10
／
16 

田
の
浦

前
田　

綾
子 

80
歳 
10
／
17 

田
助
浦

林　
　

春
子 

86
歳 
10
／
18 

田
助
浦

野
村　

俊
介 

52
歳 
10
／
18 

上
大
垣

森　
　

信
男 

86
歳 
10
／
19 

中
の
原

横
山　

ア
ヤ 

92
歳 
10
／
20 

古
江

坂
尾　

シ
ズ
エ 

97
歳 
10
／
23 

紐
差
第
１

堺　
　

友
子 

51
歳 
10
／
23 

中
の
原

森　
　

繁
和 

88
歳 
10
／
24 

津
吉
元

松
本　

ト
ヨ
子 

86
歳 
10
／
27 

崎
方
町

永
田　

聰 

82
歳 
10
／
28 

獅
子
第
２

金
子　

正
一 

66
歳 
10
／
29 

築
地
町

松
山　

ト
メ 

84
歳 
10
／
29 

根
獅
子
第
１

岩
本　

清
子 

78
歳 
10
／
31 

敷
佐

山
口　

正
之 

84
歳 
10
／
31 

根
獅
子
第
２

小
川　

清 

80
歳 
10
／
31 

前
津
吉
浜

宮
本　

利
男 

78
歳 
11
／
1 

津
吉
元

立
石　

逹
子 

88
歳 
11
／
2 

津
吉
元

小
田　

隆
一 

81
歳 
11
／
3 

鮎
川

小
畑　

タ
キ 

84
歳 
11
／
3 

高
麗
町

江
代　

光
男 

67
歳 
11
／
4 

崎
方
町

松
永　

亀
市 

89
歳 
11
／
4 

船
越

下
門　

イ
ツ
子 

70
歳 
11
／
5 

猪
渡
谷

宮
﨑　

ス
イ 

91
歳 
11
／
5 

下
中
津
良

藤
澤　

ミ
ヨ
子 

88
歳 
11
／
6 

神
鳥

森　
　

雅
太
郎 

84
歳 
11
／
7 

田
助
在

川
上　

ミ
ヱ
子 

90
歳 
11
／
8 

紐
差
第
１

井
上　

睦
夫 

74
歳 
11
／
9 

中
の
崎

石
井　

育
子 

76
歳 
11
／
14 

杉
山

【
生
月
地
区
】

大
福　

テ
ル 

94
歳 
10
／
21 

浦
北

木
山　

元 

87
歳 
10
／
22 

元
触

山
浦　

ナ
ツ 

84
歳 
11
／
9 

浦
北

濵
田　

清
一 

85
歳 
11
／
13 

浦
南

村
尾　

安
信 

81
歳 
11
／
15 

山
田

【
田
平
地
区
】

辻
川　

竹
子 

77
歳 
10
／
25 

大
崎

藤
本　

ナ
ツ 

98
歳 
10
／
26 

田
代

百
井　

ヨ
シ
子 

93
歳 
10
／
30 

日
の
浦

前
原　

保
幸 

66
歳 
10
／
30 

米
の
内

鴨
川　

シ
ヅ
ヨ 

103
歳 
11
／
5 

小
崎

吉
山　

敏
枝 

69
歳 
11
／
8 

永
田

【
大
島
地
区
】

山
本　

サ
ツ 

89
歳 
11
／
14 

東
神
浦

　
　
　
　
　
　

（
10
／
16
〜
11
／
15
受
付
分
）

だ
い
ふ
く

　
き　
や
ま 

は
じ
め

や
ま
う
ら

は
ま　
だ 

せ
い
い
ち

む
ら　
お 

や
す
の
ぶ

つ
じ
か
わ 

た
け　
こ

ふ
じ
も
と

も
も　
い

ま
え
ば
ら 

や
す
ゆ
き

か
も
が
わ

よ
し
や
ま 

と
し　
え

や
ま
も
と

つ
か
も
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ほ
た
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え
い　
じ

さ
か　
の 

　
き　
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ゆ
う　
き

ふ
じ
む
ら 

せ
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ろ
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ま
こ
と

い
ち
か
わ 

り
ょ
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ひ
と
し

ま
つ
ぐ
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い　
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そ
う
い
ち

や
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だ 

は
る　
と 

す
ぐ
る

よ
し
お
か 

こ
と　
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こ
う　
き

い
わ
さ
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ゆ
う　
き
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む
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ゆ
う　
ま 

こ
う
い
ち

こ
ん
ど
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わ
た
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よ
し
ひ
ろ

や
ま
ぐ
ち 

り
ょ
う
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し
げ
る

　
と　
や
ま 

し
ん　
じ
ろ　
う 

た
つ　
や

む
ら　
た 

な
ぎ　
と 

か
ず　
や

に
し　
お 

い
つ　
き 

あ
ゆ　
き

　
か　
と
う 

　
き　

ほ 

わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
さ
と 

あ
い　
ら 

た
だ　
し

ま
る　
や 

ゆ
う　
り 

し
ょ
う
へ
い

ま
つ
な
が 

だ
い　
ち 

た
く　
や

ふ
じ
さ
わ 

て
る　
こ

い
わ　
た 

ひ
ろ
ふ
み

ま
え　
だ 

あ
や　
こ

は
や
し 

は
る　
こ

　
の　
む
ら 

し
ゅ
ん
す
け

も
り 

の
ぶ　
お

よ
こ
や
ま

さ
か　
お

さ
か
い 

と
も　
こ

も
り 

し
げ
か
ず

ま
つ
も
と

な
が　
た 

さ
と
し

か
ね　
こ 

し
ょ
う
い
ち

ま
つ
や
ま

い
わ
も
と 

せ
い　
こ

や
ま
ぐ
ち 

ま
さ
ゆ
き

　
こ　
が
わ 

き
よ
し

み
や
も
と 

と
し　
お

た
て
い
し 

た
つ　
こ

　
お　

だ 

り
ゅ
う
い
ち

　
お　
ば
た

　
え　
し
ろ 

み
つ　
お

ま
つ
な
が 

か
め
い
ち

し
も
か
ど

み
や
ざ
き

ふ
じ
さ
わ

も
り 

ま
さ　
た　
ろ
う

か
わ
か
み

い
の
う
え 

む
つ　
お

い
し　
い 

い
く　
こ

対
象
と
な
る
労
働
者
が
い
る
場
合
は
、
平
成
29

年
３
月
31
日（
金
）ま
で
に
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
雇
用
保
険
料
の
徴
収
は
、
平
成
31
年

度
ま
で
は
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
問
題
で
お
困
り
の
ご
家

族
や
知
人
の
人
を
対
象
に
、
正
し
い
知
識
や
対

応
方
法
を
学
び
、
不
安
や
悩
み
を
語
り
合
う

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

平
成
29
年
１
月
17
日（
火
）午
後
１ 

　

時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
市
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー（
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
）３
階
デ
イ
ケ
ア
室

○
参
加
費　

無
料

○
内　

容　

精
神
科
医
、
弁
護
士
、
当
事
者
か

　

ら
の
講
話
。
講
話
終
了
後
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

を
行
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す
。
今

年
は
「
知
っ
て
い
て
も
、
分
か
っ
て
い
て
も

AID
S　

IS　

N
O
T　

O
VER

」を
テ
ー
マ
に
全

国
で
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

県
北
保
健
所
で
も
、希
望
さ
れ
る
人
に
匿
名
・

無
料
で
H
I
V（
エ
イ
ズ
）検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

12
月
15
日（
木
）

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

○
試
験
科
目　

学
力（
国
語
・
数
学
）・
面
接

○
申
込
期
限　

12
月
８
日（
木
）

○
と　

き　

平
成
29
年
１
月
21
日（
土
）

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
合
同
庁
舎
２
階　

○
応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

　

以
上
17
歳
未
満
の
男
子

○
申
込
期
限　

平
成
29
年
１
月
６
日（
金
）

※

自
衛
官
候
補
生
に
つ
い
て
も
、
年
間
通
じ
て

　

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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労
働
条
件
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
、
募
集
・

採
用
な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
つ
い
て
の
労
働
者
、
事
業
主
か
ら
の
相
談

を
専
門
の
相
談
員
が
面
談
あ
る
い
は
電
話
で
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
場
合
は
、
裁
判
所
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
、
他
の
紛
争
解
決
機
関
の
情
報
を
提
供

し
ま
す
。
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
人

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
新
た
に
雇
用
さ
れ

る
労
働
者（
同
一
事
業
主
に
65
歳
に
達
し
た
日

の
前
か
ら
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
を

除
く
）に
つ
い
て
は
、
雇
用
保
険
の
適
用
除
外

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
65
歳
以
上
の
労
働
者

に
つ
い
て
も
、
適
用
要
件（
１
週
間
の
所
定
労

働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
あ
り
、
31
日
以
上
の

雇
用
見
込
み
が
あ
る
）を
満
た
せ
ば
、
高
年
齢

被
保
険
者
と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
雇
用
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
適
用
要

件
を
満
た
せ
ば
、
平
成
29
年
１
月
１
日
付
け
で

雇
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
雇
用
保
険
の
適

用
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
雇
用
保
険
の
適
用
の


